
□

は
じ
め
に

公
立
大
学
は
、
自
治
体
立
の
大
学
で
あ
る
。
現
在
の
国
立
大
学
、

私
立
大
学
、
公
立
大
学
と
い
う
区
別
は
、
学
校
教
育
法
に
よ
る
設
置

者
べ
つ
の
区
別
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
公
立
大
学
は
、
国
立
と
私
立

の
谷
間
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
き
た
。
公
立
大
学
は
、
国
立
と
私
立
に

比
べ
影
が
薄
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
公
立
大
学
の
特
徴
に
つ
い
て
十

分
知
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
ま
ず
、
公
立
大
学
の
位

置
づ
け
ら
れ
方
か
ら
話
を
始
め
、
つ
い
で
財
政
の
し
く
み
、
近
年
の

財
政
の
特
色
に
つ
い
て
ふ
れ
る
こ
と
に
す
る
。

□

公
立
大
学
の
在
り
方

公
立
大
学
の

始
ま
り

公
立
大
学
と
い
う
呼
称
は
、一
九
一
八（
大
正
七
）

年
の
大
学
令
に
よ
っ
て
私
立
大
学
、官
立
大
学（
帝

国
大
学
以
外
の
国
立
の
大
学
）
と
と
も
に
公
に
登

場
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
現
在
も
あ
る
京
都
府
立
医
科
大
学
（
京
都

府
立
医
大
）
が
認
可
さ
れ
た
。

し
か
し
、
こ
の
と
き
の
公
立
大
学
は
、
道
府
県
（
ま
だ
東
京
都
は

な
く
東
京
府
で
あ
っ
た
）
が
設
置
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、

市
立
大
学
設
置
を
希
望
し
て
い
た
大
阪
市
は
、
市
長
関
一
が
先
頭
に

た
っ
て
大
学
令
を
改
正
し
て
市
立
大
学
を
設
置
で
き
る
よ
う
運
動
し

特
集
・
大
学
は
ど
こ
に
行
く
の
か
―
そ
の
２
―

財
政
危
機
の
な
か
の
公
立
大
学

東
京
都
立
大
学
・
人
文
学
部

大
串

隆
吉

大学と教育 No．２７ ２０００―４
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た
。
そ
の
結
果
、
一
九
二
七（
昭
和
二
）年
に
大
学
令
が
改
正
さ
れ
、

翌
年
に
大
阪
市
立
大
学
の
前
身
で
あ
る
大
阪
商
科
大
学
（
大
阪
商

大
）
が
開
校
し
た
。

こ
う
し
て
、
公
立
大
学
が
生
ま
れ
た
。
し
か
し
、
一
九
四
五
（
昭

和
二
十
）
年
の
敗
戦
ま
で
あ
っ
た
公
立
大
学
は
、
京
都
府
立
医
大
と

大
阪
商
大
の
二
校
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
敗
戦
直
後
か
ら
新
制
の
大
学

の
発
足
ま
で
に
、
横
浜
市
立
医
科
大
学
、
兵
庫
県
立
医
科
大
学
な
ど

の
旧
制
の
大
学
が
生
ま
れ
た
。
そ
し
て
、
一
九
四
八（
昭
和
二
十
三
）

年
の
新
し
い
学
校
制
度
の
発
足
直
後
に
、
公
立
大
学
は
新
制
、
旧
制

併
せ
て
三
十
一
大
学
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
合
併
や
国
立
移
管
、
新

設
が
あ
っ
て
、
一
九
九
九
（
平
成
十
一
）
年
に
は
六
十
六
校
と
な
っ

た
。こ

こ
ま
で
増
え
た
の
だ
が
、
戦
後
の
公
立
大
学
は
一
言
で
言
え
ば

い
ば
ら
の
道
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
か
と
い
え
ば
、
政
府
が
大
学
は
国
立

が
中
心
で
、
公
立
大
学
は
余
裕
の
あ
る
自
治
体
の
作
る
例
外
的
な
も

の
だ
と
長
い
間
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
設
置
自
治
体
で
も
そ

う
考
え
、
国
立
へ
の
移
管
を
進
め
た
か
ら
で
あ
る
。
国
立
移
管
が
終

わ
る
一
九
七
二
（
昭
和
四
十
二
）
年
ま
で
に
、
国
立
に
移
管
さ
れ
た

公
立
大
学
は
十
三
校
も
あ
っ
た
。

設
置
自
治
体
が
、
国
立
移
管
を
進
め
た
も
う
一
つ
の
理
由
は
、
自

治
体
の
財
政
難
に
あ
っ
た
。
義
務
教
育
諸
学
校
や
高
等
学
校
を
整
備

す
る
以
外
に
余
裕
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
大
学
を
維
持
し
続

け
た
自
治
体
で
も
、
大
学
へ
の
財
政
支
出
は
低
く
押
さ
え
ら
れ
、
国

立
大
学
と
の
格
差
は
大
き
か
っ
た
。

一
九
六
三
（
昭
和
三
十
八
）
年
に
公
立
大
学
協
会
（
公
大
協
、
公

立
大
学
の
協
議
会
で
国
立
大
学
の
国
大
協
に
あ
た
る
）
が
発
表
し
た

『
公
立
大
学
の
現
況
』
に
よ
れ
ば
、
一
九
六
二
（
昭
和
三
十
七
）
年

度
は
国
立
大
学
と
く
ら
べ
る
と
平
均
し
て
次
の
よ
う
な
状
況
で
あ
っ

た
。学

生
経
費
は
、
文
科
系
が
国
立
大
学
の
四
八
％
、
理
系
が
八
二
％
、

医
学
系
が
七
〇
％
、
一
般
教
養
課
程
が
四
〇
％
で
あ
っ
た
。
研
究
費

は
、
非
実
験
講
座
が
国
立
大
学
の
五
〇
％
、
実
験
講
座
が
三
一
％
、

臨
床
講
座
が
三
四
％
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
授
業
料
な

ど
の
大
学
収
入
を
増
や
す
算
段
を
す
る
大
学
が
多
か
っ
た
。
一
九
六

五（
昭
和
四
十
）年
度
の
授
業
料
を
見
て
み
よ
う
。
三
十
五
大
学
中
、

国
立
大
学
授
業
料
一
万
二
千
円
よ
り
多
い
大
学
は
二
十
一
大
学
も
あ

お
お
ぐ
し
・
り
ゅ
う
き
ち
�
一
九
四
五
年
、
佐
賀
県
生
ま
れ
�
主
な
著
書
に

『
青
年
団
と
国
際
交
流
の
歴
史
』
（
有
信
堂

一
九
九
九
年
）、『
日
本
社
会

教
育
史
と
生
涯
学
習
』
（
エ
イ
デ
ル
研
究
所

一
九
九
八
年
）
�
公
立
大
学

の
魅
力
は
書
き
き
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
参
考
文
献
に
あ
る
『
地
域
と
と
も
に

歩
む
公
立
大
学
―
公
立
大
学
協
会
五
〇
年
史
』
を
お
読
み
く
だ
さ
い
。
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り
、
最
高
は
二
万
四
千
円
で
あ
っ
た
。
入
学
金
は
ど
う
だ
っ
た
ろ
う

か
。
区
域
内
学
生
の
場
合
、
国
立
大
学
と
同
額
の
千
五
百
円
の
大
学

は
二
校
に
す
ぎ
ず
、
そ
れ
以
外
は
高
く
、
最
高
は
京
都
府
立
医
大
の

五
万
円
で
あ
っ
た
。
入
学
金
、
授
業
料
は
国
立
大
学
並
で
あ
る
と
い

う
現
在
の
「
常
識
」
は
こ
の
当
時
通
じ
な
か
っ
た
。

私
事
に
な
っ
て
恐
縮
だ
が
、
こ
の
数
字
を
見
て
い
る
と
私
の
大
学

時
代
を
思
い
出
す
。
私
は
、
一
九
六
五
（
昭
和
四
十
）
年
に
東
京
都

立
大
学
（
都
立
大
）
人
文
学
部
の
一
年
生
で
あ
っ
た
。
先
生
方
は
一

つ
の
部
屋
に
二
人
以
上
同
居
す
る
の
が
当
た
り
前
で
、
ひ
ど
い
例
で

は
専
攻
の
事
務
室
の
一
部
を
か
こ
っ
て
机
が
あ
る
だ
け
と
い
う
場
合

も
あ
っ
た
。
で
あ
る
か
ら
学
生
室
が
あ
る
場
合
は
ま
れ
で
、
院
生
室

も
な
い
専
攻
が
多
か
っ
た
。
先
生
方
は
よ
く
立
派
な
研
究
を
さ
れ
て

い
た
と
思
う
。
当
時
の
総
長
が
、
こ
の
大
学
は
施
設
は
貧
弱
だ
が
人

材
は
豊
富
で
あ
る
と
い
っ
た
挨
拶
が
今
も
記
憶
に
残
っ
て
い
る
。
学

生
数
が
少
な
い
の
と
研
究
熱
心
な
教
員
が
い
た
の
が
救
い
で
あ
っ

た
。公

立
大
学
へ
の
国
庫
補
助
は
私
立
大
学
に
比
べ
遥
か
に
遅
い
。
私

立
大
学
に
対
し
て
は
、
一
九
五
二
（
昭
和
二
十
七
）
年
に
私
立
学
校

振
興
会
法
が
、
一
九
五
七
（
昭
和
三
十
二
）
年
に
は
私
立
大
学
の
研

究
設
備
に
対
す
る
国
の
補
助
に
関
す
る
法
律
が
制
定
さ
れ
た
が
、
公

立
大
学
に
つ
い
て
は
そ
の
様
な
法
律
は
制
定
さ
れ
な
か
っ
た
。

国
が
公
立
大
学
に
財
政
上
の
手
当
を
す
る
の
は
、
一
九
六
五
（
昭

和
四
十
）
年
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
年
に
設
備
充
実
の
た
め

の
起
債
が
許
可
さ
れ
、
翌
年
か
ら
研
究
設
備
費
補
助
が
国
庫
補
助
と

し
て
支
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
七
一
（
昭
和
四
十
六
）
年

に
な
っ
て
長
年
の
公
大
協
の
願
い
で
あ
っ
た
地
方
交
付
税
の
対
象
に

な
っ
た
。

地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
あ
と
で
述
べ
る
が
、
国
庫
補
助
で
あ
る

研
究
設
備
費
補
助
を
文
部
省
が
担
当
し
た
の
に
対
し
、
地
方
交
付
税

の
支
出
を
決
め
る
の
は
自
治
省
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
公
立
大
学

は
文
部
省
だ
け
で
は
な
く
、自
治
省
と
の
関
係
が
大
事
な
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
な
ぜ
、
こ
の
時
期
に
国
庫
補
助
な
ど
の
対
象
と
な
っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
に
は
、
大
き
く
三
つ
の
理
由
が
あ
っ
た
。
一

つ
は
、
一
九
六
〇
年
前
後
か
ら
始
ま
っ
た
経
済
発
展
の
た
め
の
科
学

技
術
者
の
養
成
が
国
家
的
課
題
と
な
っ
て
い
た
こ
と
。
二
つ
め
に
、

一
九
六
六
（
昭
和
四
十
一
）
年
か
ら
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
の
世
代
が
大
学

に
押
し
寄
せ
、
そ
れ
に
高
校
進
学
率
の
拡
大
が
か
さ
な
っ
て
大
学
進

学
希
望
者
が
増
大
し
た
こ
と
。
三
つ
め
に
、
医
者
の
養
成
が
必
要
に

な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
た
め
に
、
国
立
大
学
以
上
に
公
立
、

私
立
の
学
生
増
が
必
要
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

表
１
は
、
一
九
六
四
（
昭
和
三
十
九
）
年
か
ら
一
九
七
〇
（
昭
和

四
十
五
）
年
に
か
け
て
の
設
置
者
別
の
学
生
増
員
実
績
で
あ
る
。
こ
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れ
で
わ
か
る
よ
う
に
、
公
立
、
私
立
の
学
生
増
は

国
立
大
学
よ
り
も
急
テ
ン
ポ
で
あ
っ
た
。

公
立
大
学
の

増
加

一
九
六
〇
年
前
後
に
政
令
指
定

都
市
以
外
の
市
立
大
学
が
開
校

す
る
。
高
崎
経
済
大
学
（
高
崎

市
、
一
九
五
七
年
）、都
留
文
科
大
学
（
都
留
市
、

一
九
六
〇
年
）、下
関
市
立
大
学
（
一
九
六
二
年
）

で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
横
浜
市
、
北
九
州
市
な
ど

の
政
令
指
定
都
市
以
外
の
市
に
生
ま
れ
て
い
る
。

学
生
急
増
期
の
一
九
六
五
（
昭
和
四
十
）
年
か

ら
一
九
七
五
（
昭
和
五
十
）
年
に
か
け
て
、
六
校

が
新
設
さ
れ
た
が
、
そ
の
う
ち
三
校
は
女
子
大
学

で
あ
る
。
広
島
女
子
大
学（
県
立
、
一
九
六
五
年
）、

静
岡
女
子
大
学
（
県
立
、
一
九
六
七
年
）、山
口
女

子
大
学
（
県
立
、
一
九
七
五
年
）
で
あ
る
。
い
ず

れ
も
、
若
い
女
性
の
四
年
制
大
学
へ
の
進
学
要
求

に
応
え
て
開
校
さ
れ
た
。
こ
れ
で
、
公
立
の
女
子

大
は
七
校
と
な
っ
た
。

一
九
八
〇
年
代
か
ら
一
九
九
〇
年
代
に
か
け
て

公
立
大
学
は
急
増
し
、
三
十
五
校
が
開
校
し
た
。

（
う
ち
一
校
は
統
合
に
よ
る
新
設
）
こ
の
時
期
の

新
設
の
特
色
は
、
大
き
く
八
〇
年
代
と
九
〇
年
代
に
よ
り
ち
が
い
が

あ
る
。

八
〇
年
代
は
、
第
三
次
総
合
開
発
計
画
に
よ
る
「
定
住
圏
構
想
」

が
大
学
の
地
域
配
置
を
計
画
し
た
こ
と
が
誘
い
水
と
な
っ
た
。
「
地

域
型
大
学
」
と
し
て
公
立
大
学
の
設
置
が
推
奨
さ
れ
た
。
九
〇
年
代

は
、
高
齢
化
社
会
の
到
来
に
よ
る
社
会
福
祉
関
係
の
専
門
職
員
の
養

成
、
ま
た
看
護
婦
等
の
人
材
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
一
九
九

二
年
）
に
み
ら
れ
る
看
護
専
門
職
員
の
養
成
の
必
要
か
ら
、
公
立
大

学
の
増
設
が
行
わ
れ
た
。
九
〇
年
代
の
新
設
二
十
九
校
の
う
ち
、
十

三
校
が
看
護
・
医
療
系
の
単
科
大
学
で
あ
る
。
地
域
の
教
育
機
会
、

文
化
的
発
信
地
、
ま
た
地
域
の
要
請
に
応
え
る
公
立
大
学
の
姿
が
鮮

明
に
な
っ
た
時
期
で
あ
っ
た
。

□

公
立
大
学
の
財
政
構
造

以
上
、
公
立
大
学
の
歩
み
を
ふ
り
か
え
り
、
こ
の
大
学
が
財
政
的

貧
し
さ
を
か
か
え
な
が
ら
、
地
域
の
文
化
、
生
活
上
の
要
請
に
応
え

る
大
学
と
な
っ
た
こ
と
を
短
い
な
が
ら
素
描
し
て
み
た
。

公
立
大
学
の
財
政
難
は
今
に
始
ま
っ
た
こ
と
で
な
い
こ
と
も
指
摘

し
て
お
い
た
。
今
、
公
立
大
学
を
訪
ね
る
と
立
派
な
校
舎
が
多
く
、

財
政
難
で
あ
る
こ
と
が
一
見
し
て
わ
か
ら
な
い
。
ま
た
、
公
立
大
学

と
い
う
と
自
治
体
が
財
政
支
出
の
多
く
を
面
倒
見
て
い
る
と
考
え
る

表１ 大学設置者別増員実績

（学校基本調査報告書）

１９７０
５０，１１１（１３９）
３０９，５８７（１３７）
１，０４６，８２３（１７７）
１，４０６，５２１（１６５）

１９６９
５０，０７８（１３９）
３０２，０２２（１３４）
１，００２，７２７（１７０）
１，３５４，８２７（１５９）

１９６８
４８，４１２（１３５）
２９１，３４５（１２９）
９３０，４３２（１５７）
１，２７０，１８９（１４９）

１９６７
４５，３５０（１２６）
２７４，８５８（１２２）
８４０，２１７（１４２）
１，１６０，４２５（１３６）

１９６６
４２，５３９（１１８）
２５６，６０３（１１４）
７４５，１５４（１２６）
１，０４４，２９６（１２２）

１９６５
３８，２７７（１０７）
２３８，３８０（１０６）
６６０，８９９（１１２）
９３７，５５６（１１０）

１９６４
３５，９２３（１００）
２２５，４０６（１００）
５９１，２４３（１００）
８５２，５７２（１００）

公立
国立
私立
計
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人
も
多
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
公
立
大
学
の
財
政
は
良
く
な
っ
た

と
は
い
え
、
豊
か
で
は
な
い
し
、
自
治
体
が
そ
の
多
く
の
面
倒
を
見

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
財
政
構
造
か
ら
説
明
し
よ
う
。

大
学
収
入
の

役
割

公
立
大
学
の
財
政
は
、
大
き
く
経
常
費
と
臨
時
費

か
ら
な
る
。
経
常
費
は
、
毎
年
継
続
的
に
支
出
す

る
人
件
費
、
学
生
経
費
、
教
育
研
究
費
な
ど
か
ら

な
る
。
臨
時
費
は
、
文
字
通
り
建
設
費
、
施
設
改
修
費
な
ど
特
定
の

年
に
臨
時
に
支
出
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
経
常
費
、
臨

時
費
別
に
予
算
が
た
て
ら
れ
る
。
臨
時
費
の
財
源
は
公
債
費
（
地
方

債
、
要
す
る
に
借
金
）や
寄
付
金
に
よ
る
場
合
が
多
い
。
こ
こ
で
は
、

経
常
費
に
つ
い
て
述
べ
る
。

経
常
費
の
財
源
は
、
自
治
体
の
支
出
金
、
大
学
収
入
、
国
庫
支
出

金
、
寄
付
金
か
ら
な
る
。
自
治
体
の
支
出
金
を
一
般
財
源
と
い
う
。

そ
の
ほ
か
、
複
数
の
自
治
体
か
ら
の
支
出
金
を
財
源
と
し
て
い
る
大

学
も
極
め
て
少
な
い
が
あ
る
。

大
学
収
入
は
、
受
験
料
、
入
学
金
、
授
業
料
、
そ
の
他
か
ら
な
る

が
前
三
者
が
大
き
い
。
一
九
九
九
（
平
成
十
一
）
年
度
で
国
庫
支
出

金
は
全
大
学
を
平
均
す
る
と
経
常
費
の
〇
・
三
％
で
し
か
な
く
、
寄

付
金
も
〇
・
七
％
で
し
か
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
財
源
の
多
く
は
、

自
治
体
の
負
担
金
と
大
学
収
入
か
ら
な
る
。

表
２
は
、
一
九
九
九
（
平
成
十
一
）
年
度
の
経
常
費
中
に
し
め
る

大
学
収
入
率
上
位
十
大
学

と
一
般
財
源
率
上
位
十
大

学
の
比
較
で
あ
る
。
大
学

収
入
率
上
位
十
大
学
の
う

ち
、
上
位
五
大
学
は
私
立

大
学
の
構
造
と
同
じ
で
あ

る
。
私
立
大
学
の
場
合
、

大
学
収
入
は
、
学
生
納
付

金
に
あ
た
る
。
こ
の
年
度

の
私
大
の
そ
の
平
均
は
七

四
・
二
％
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
、
大
学
収
入

率
が
高
い
大
学
は
、
学
生

数
が
多
い
。
こ
の
形
の
大

学
を
、
学
生
集
約
型
大
学

と
呼
ん
だ
人
が
い
る
が
�

、

適
切
な
表
現
で
あ
る
。
一

般
財
源
が
高
い
大
学
に
は

医
療
・
看
護
系
が
多
く
、

学
生
数
は
少
な
い
。
そ
の

差
は
巨
大
で
あ
る
。
こ
こ

表２ 経常費中大学収入率上位１０大学、一般財源率上位１０大学

（開校４年未満は除く５３校。○数字は順番。ただし平均は全公立大学。『平成１１年度公立大学実態調査
表』より作成）

一般財源率の部
１教員当たり学生数

� ２．８
� ２．４
� ３．３
� １．５
� ５．２
� ６．９
� ２．３
	 ６．１

 ８．０
� ６．７
９．８

一般財源率
９０．７
９０．６
８９．２
８８．９
８４．２
８２．８
８２．１
８１．６
８１．５
７９．８
７３．９

大学
�京都府医大
�福島医大
�札幌医大
�和歌山医大
�九州歯科大
�神戸市看大

奈良医大
�名古屋市大
�茨城医療大
	沖縄芸大

大学収入率の部
１教員当たり学生数

� ４１．９
� ３６．１
� ４２．５
� ４２．２
� ３８．４
� ３５．３
� ２４．６
� ３３．１
� ２３．３
� １８．７

９．８

大学収入率
９４．７
８２．５
８１．３
８１．２
７１．７
６４．７
５２．１
５２．０
５１．５
４７．０
２５．０

１９９９年度
大学

�下関市大
�北九州大
�高崎経大
�長崎県大
�都留文大
�釧路公大

宮崎公大
�青森公大
�熊本県大
	群馬女大
公立大平均
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で
、
自
治
体
支
出
金
が
非
常
に
少
な
い
大
学
が
あ
る
こ
と
が
確
認
で

き
る
。

重
要
な

地
方
交
付
税

そ
れ
で
は
、
自
治
体
支
出
金
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。
自
治
体
は
自
治
体
の
独
自
の
収
入

と
し
て
得
た
金
か
ら
大
学
に
支
出
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。
こ
こ
で
、
先
に
ふ
れ
た
地
方
交
付
税
が
重
要
に
な
る
。

す
な
わ
ち
、
自
治
体
支
出
金
に
は
地
方
交
付
税
が
含
ま
れ
て
い
る
。

地
方
交
付
税
と
は
、
自
治
体
間
の
財
政
力
の
格
差
を
是
正
す
る
た
め

に
、
財
政
力
の
弱
い
自
治
体
に
国
税
五
税
か
ら
一
定
割
合
を
支
出
す

る
制
度
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
普
通
地
方
交
付
税
と
特
別
地
方
交
付

税
が
あ
る
。
普
通
地
方
交
付
税
は
、
自
治
体
と
し
て
果
た
す
べ
き
こ

と
に
必
要
な
経
費（
基
準
財
政
需
要
額
）と
税
収
入
額
を
算
定
し
て
、

収
入
が
経
費
に
不
足
す
る
額
を
補
て
ん
す
る
も
の
で
あ
る
。
特
別
地

方
交
付
税
は
災
害
な
ど
の
た
め
に
特
別
に
支
出
が
必
要
な
場
合
に
交

付
さ
れ
る
。

公
立
大
学
は
、
一
九
七
一
（
昭
和
四
十
六
）
年
か
ら
普
通
地
方
交

付
税
適
用
の
対
象
と
な
っ
た
。
そ
の
時
は
、
医
・
歯
科
系
の
大
学
に

対
し
て
で
あ
っ
た
が
、
理
工
系
に
も
拡
大
さ
れ
、
一
九
七
三
（
昭
和

四
十
八
）
年
に
は
文
系
に
も
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
地
方
交

付
税
が
支
出
さ
れ
る
自
治
体
の
大
学
は
、
こ
の
対
象
と
な
っ
て
い
る

が
、
東
京
都
は
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
。

大
学
へ
の
普
通
地
方
交
付
税
額
の
算
定
基
準
は
、
大
学
の
経
費
の

基
準
を
定
め
た
上
で
密
度
補
正
�
係
数
を
適
用
し
た
複
雑
な
計
算
を

経
た
上
で
決
定
さ
れ
、
医
科
、
歯
科
、
理
科
、
文
化
、
家
政
、
芸
術

各
系
別
の
単
価
に
学
生
数
を
か
け
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
一
九
九

八
（
平
成
十
）
年
度
の
単
価
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
医
科
系
三
百

七
十
四
万
円
、
歯
科
系
二
百
十
五
万
円
、
理
科
系
百
十
九
万
円
、
文

科
系
三
十
二
万
五
千
円
、
家
政
系
六
十
五
万
円
、
芸
術
系
七
十
三
万

円
で
あ
る
。
近
年
増
え
て
き
た
看
護
系
は
理
科
系
に
な
っ
て
い
る
。

表
３
は
、
文
科
系
と
看
護
系
の
大
学
分
普
通
地
方
交
付
税
を
試
算

し
、
そ
の
自
治
体
支
出
予
算
に
し
め
る
割
合
、
大
学
総
経
費
に
し
め

る
割
合
を
算
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
若
干
の
誤
差
が

あ
る
か
も
し
れ
な
い
こ
と
を
お
許
し
願
い
た
い
。

ま
ず
、
文
科
系
の
自
治
体
支
出
予
算
に
し
め
る
大
学
分
普
通
地
方

交
付
税
の
割
合
（
ａ―

ｂ
）
を
見
て
も
ら
い
た
い
。
そ
の
割
合
が
一

〇
〇
％
以
上
の
大
学
は
、
地
方
交
付
税
分
が
自
治
体
支
出
の
す
べ
て

で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
は
、
市
立
の
大
学
と
一
部

の
県
立
大
学
が
こ
れ
に
属
す
る
。
し
か
も
、
大
学
分
地
方
交
付
税
す

べ
て
が
支
出
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
大
学
分
地
方
交
付
税
を

何
に
使
用
す
る
か
は
、
自
治
体
の
自
由
で
あ
る
か
ら
違
法
で
は
な
い

が
、
複
雑
な
感
情
を
抱
か
せ
る
�

。そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
大
学
で
は
大

学
収
入
率
が
非
常
に
高
く
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
私
立
大
学
的
な
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構
造
に
な
っ
て
い
る
。

自
治
体
支
出
予
算
に
し
め
る
大
学
分
地

方
交
付
税
の
割
合
が
一
〇
〇
％
未
満
の
大

学
は
、
こ
の
地
方
交
付
税
を
全
額
大
学
に

回
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
大

学
で
も
、
大
学
分
地
方
交
付
税
が
重
要
な

割
合
を
し
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
と

く
に
看
護
系
の
大
学
で
は
自
治
体
支
出
に

し
め
る
割
合
は
五
〇
％
を
こ
え
て
お
り
、

地
方
交
付
税
な
し
で
大
学
の
財
政
は
保
障

さ
れ
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

こ
の
こ
と
は
、
大
学
総
経
費
に
し
め
る

大
学
分
地
方
交
付
税
（
ａ―

ｃ
）
の
割
合

を
見
て
み
る
と
わ
か
る
。
大
学
分
地
方
交

付
税
が
全
額
大
学
に
支
出
さ
れ
て
い
る
大

学
で
は
、
そ
の
割
合
は
二
〇
％
か
ら
四
〇

％
台
に
な
っ
て
い
る
。
も
し
、
こ
れ
が
な

い
と
す
る
と
大
学
収
入
率
を
大
幅
に
増
や

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。

以
上
、
少
し
地
方
交
付
税
に
こ
だ
わ
っ

て
説
明
し
て
き
た
。
そ
れ
は
、
公
立
大
学

の
財
政
に
と
っ
て
地
方
交
付
税
が
決
定
的
と
も
い
え
る
役
割
を
持
っ

て
い
る
こ
と
を
示
し
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
私
は
国
立
大
学
の
独

立
行
政
法
人
化
に
賛
成
し
な
い
が
、
も
し
か
り
に
独
立
行
政
法
人
が

公
立
大
学
に
適
用
さ
れ
る
場
合
、
国
立
大
学
と
異
な
っ
た
国
に
よ
る

財
政
保
障
が
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
私
立
大
学
と
変
わ
ら
な
く
な
り
、

な
に
も
私
学
法
人
と
区
別
し
た
独
立
行
政
法
人
化
す
る
意
味
が
な
く

な
る
。

「
公
立
大
学
」の

登
場

一
九
八
八
（
昭
和
六
十
三
）
年
に
釧
路
公
立
大

学
が
開
学
し
た
。
「
公
立
大
学
」
の
名
称
を
と

っ
た
最
初
の
大
学
で
、
以
後
青
森
公
立
大
学
、

宮
崎
公
立
大
学
が
誕
生
し
た
。

こ
れ
ら
の
公
立
大
学
は
、
一
部
事
務
組
合
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
釧
路
公
立
大
学
は
釧
路
市
と
釧
路
支
庁
内
町
村

に
よ
り
作
ら
れ
た
一
部
事
務
組
合
に
よ
り
設
置
さ
れ
、
青
森
公
立
大

学
は
青
森
市
他
周
辺
六
町
村
に
よ
る
青
森
広
域
地
域
事
務
組
合
に
よ

り
、
宮
崎
公
立
大
学
は
宮
崎
市
及
び
周
辺
六
町
に
よ
る
事
務
組
合
に

よ
り
設
置
さ
れ
た
。

こ
の
設
置
の
仕
方
を
進
め
た
の
は
、
文
部
省
で
は
な
く
自
治
省
で

あ
っ
た
。
財
政
は
、
事
務
組
合
構
成
自
治
体
が
担
っ
て
い
る
が
、
そ

の
多
く
は
市
す
な
わ
ち
、
釧
路
市
、
青
森
市
、
宮
崎
市
が
支
出
し
て

い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
市
に
大
学
分
の
地
方
交
付
税
が
お
ろ
さ

表３ 地方交付税関係

（ａ：大学分地方交付税 ｂ：自治体支出予算 ｃ：大学総経費）

Ｉ県立大
３２．３
２０．８

Ｈ県立大
２３８．２
４５．０

Ｇ県立大
３８．５
２３．８

Ｆ県立大
５５．７
４０．６

Ｅ市立大
１４５．１
４３．７

Ｄ市立大
４９．３
２９．４

Ｍ看護大
６３．２
３６．７

Ｃ市立大
２８７．１
４６．４

Ｌ看護大
５３．０
４１．７

Ｂ市立大
１２１．６
２６．７

Ｋ看護大
５０．２
３７．９

Ａ市立大
１０８．５
３９．３

Ｊ看護大
５６．７
３４．７

１９９８年
ａ／ｂ％
ａ／ｃ％

ａ／ｂ％
ａ／ｃ％
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れ
て
い
る
。

財
政
上
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
青
森
と
宮
崎
で
大
学
の
研
究

な
ど
の
補
助
の
た
め
に
、
振
興
財
団
が
作
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
、
青

森
の
場
合
は
県
と
市
が
、
宮
崎
の
場
合
は
宮
崎
市
が
出
資
し
た
。
こ

の
振
興
財
団
方
式
は
、
沖
縄
県
立
芸
術
大
学
、
岩
手
県
立
大
学
の
た

め
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
県
が
出
資
し
て
作
ら
れ
た
。

教
員
研
究
費
の

実
情

公
立
大
学
は
国
立
大
学
並
の
教
育
研
究
費
を
め

ざ
し
て
、
自
治
体
と
と
も
に
努
力
し
て
き
た
。

そ
こ
で
、
大
学
の
条
件
が
国
立
大
学
並
に
な
っ

た
か
ど
う
か
み
て
み
よ
う
。
し
か
し
、
国
立
大
学
と
の
比
較
は
む
ず

か
し
い
。
な
ぜ
な
ら
、
国
立
大
学
と
同
じ
や
り
か
た
で
、
財
政
支
出

が
行
わ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

例
え
ば
、
教
員
研
究
費
を
み
て
み
よ
う
。
国
立
大
学
の
積
算
は
、

大
き
く
三
つ
の
枠
か
ら
な
っ
て
い
た
。
過
去
形
に
し
た
の
は
二
〇
〇

一
年
度
か
ら
変
わ
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
講
座
制
、
修
士
講

座
制
、
学
科
目
制
で
あ
る
。
そ
し
て
、
講
座
制
に
は
非
実
験
、
実
験
、

臨
床
の
別
が
、修
士
講
座
制
と
学
科
目
制
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
非
実
験
、

実
験
の
別
が
あ
っ
た
。
公
立
大
学
で
は
、
実
験
系
、
非
実
験
系
、
臨

床
系
に
大
き
く
分
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
講
座
制
、
学
科
目
制
が
あ

る
。
そ
し
て
、
講
座
制
の
中
に
修
士
講
座
制
を
と
る
場
合
や
、
講
座

制
、
学
科
目
制
で
学
部
別
に
単
価
を
決
め
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
国
立
大
学
と
す
べ
て
の
公
立
大
学
を
比
較
す
る
の
は
難

し
い
か
ら
、比
較
可
能
な
項
目
を
選
び
出
し
て
比
較
す
る
ほ
か
な
い
。

以
下
は
、
一
九
九
九
（
平
成
十
一
）
年
度
の
比
較
で
あ
る
。

ま
ず
、
臨
床
系
講
座
で
あ
る
。
こ
の
講
座
制
を
と
る
公
立
大
学
は

医
学
系
の
十
大
学
で
あ
る
。
国
立
大
学
の
単
価
は
、
八
百
六
十
五
万

六
千
円
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
金
額
に
達
し
て
い
る
大
学
は
一
校
も
な

い
。
最
高
は
、
大
阪
市
大
の
七
百
九
十
七
万
五
千
円
、
最
低
は
和
歌

山
医
科
大
学
（
和
歌
山
医
大
）
の
三
百
六
万
円
で
あ
り
、
五
百
万
円

前
後
が
多
い
。

次
に
、
実
験
系
講
座
で
あ
る
。
こ
れ
は
二
十
四
大
学
・
学
部
が
採

用
し
て
い
る
。
国
立
大
学
の
単
価
は
、
七
百
九
十
七
万
五
千
円
で
あ

っ
た
が
、
こ
れ
に
達
し
て
い
る
の
は
大
阪
市
大
、
都
立
大
、
静
岡
県

立
大
学
、
富
山
県
立
大
学
（
専
門
教
育
）
の
四
大
学
で
、
最
高
は
富

山
県
大
、静
岡
県
大
の
八
百
三
十
六
万
五
千
七
百
七
十
五
円
で
あ
る
。

最
低
は
、
札
幌
医
科
大
学
保
健
医
療
学
部
の
百
五
十
六
万
九
千
九
百

六
十
円
で
あ
り
、
二
百
万
円
台
が
六
校
・
学
部
、
三
百
万
円
台
が
四

校
・
学
部
、
四
百
万
円
台
が
四
校
・
学
部
、
六
百
万
円
台
が
一
学
部

と
な
る
。

非
実
験
系
講
座
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
十
八
大
学
・
学
部
で

と
ら
れ
て
い
る
。
国
立
大
学
の
単
価
は
二
百
三
万
八
千
円
で
あ
っ
た

が
、
こ
れ
に
達
し
て
い
る
の
は
和
歌
山
医
大
、
京
都
府
立
大
学
文
学

－２５－



部
、
都
立
大
の
三
校
・
学
部
で
あ
る
。
最
低
は
奈
良
医
科
大
学
体
育

系
の
四
十
五
万
円
で
あ
り
、
五
十
万
円
台
が
四
校
・
学
部
、
百
万
円

台
が
四
校
・
学
部
、
百
五
十
万
円
台
が
五
校
・
学
部
で
あ
る
。

学
科
目
制
を
と
っ
て
い
る
大
学
は
非
常
に
多
い
。
国
立
大
学
と
同

じ
く
教
授
、
助
教
授
、
講
師
、
助
手
別
に
単
価
が
決
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
学
部
に
よ
っ
て
こ
と
な
り
、
ま
た
大
阪
府
立
大
学
（
大
阪

府
大
）
は
博
士
、
修
士
、
学
部
別
に
単
価
を
決
め
て
い
る
の
で
比
較

す
る
の
は
む
ず
か
し
い
。
比
較
可
能
な
も
の
で
み
る
こ
と
に
す
る
。

実
験
系
の
学
科
目
制
の
教
授
の
単
価
を
み
る
と
、
最
高
は
大
阪
市

大
の
四
百
十
四
万
千
円
、
最
低
は
北
九
州
大
学
の
五
十
六
万
円
で
あ

る
。
国
立
大
学
の
そ
れ
は
二
百
七
万
千
円
で
あ
り
、
そ
れ
に
達
し
て

い
る
大
学
は
二
十
三
校
・
学
部
で
あ
る
が
、
達
し
て
い
な
い
の
は
三

十
四
校
・
学
部
に
な
る
。

以
上
か
ら
、
ほ
ぼ
公
立
大
学
の
教
育
研
究
費
の
状
況
が
わ
か
る
で

あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
一
九
六
〇
年
代
、
七
〇
年
代
に
比
べ
れ
ば
改
善

さ
れ
た
が
、
国
立
大
学
の
水
準
に
達
し
て
い
な
い
大
学
・
学
部
が
多

い
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
大
学
間
の
格
差
も
甚
だ
し
い
。

教
育
研
究
を
進
め
る
た
め
に
、
教
員
が
身
銭
を
切
っ
て
行
う
こ
と

は
常
識
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
教
員
の
賃
金
を
み
て
み
よ
う
。
こ
れ
は
、

国
立
大
学
と
違
っ
て
各
自
治
体
に
よ
っ
て
異
な
る
。
そ
こ
で
、
平
均

給
与
を
国
立
、
私
立
と
比
較
し
て
み
よ
う
。

表
４
は
、
公
立
、
国
立
、

私
立
の
職
名
別
平
均
給
与

（
本
俸
）
を
比
較
し
た
も

の
で
あ
る
。
公
立
大
の
教

員
給
与
は
国
立
に
比
べ
れ

ば
一
貫
し
て
高
い
。
私
立

と
比
べ
る
と
一
九
七
〇
年

代
ま
で
公
立
大
教
員
が
高

か
っ
た
が
、
一
九
八
〇
年

代
に
な
っ
て
逆
転
の
傾
向

が
は
っ
き
り
と
し
、
助
教

授
以
上
は
私
立
が
高
く
な

っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
表
は
本

俸
で
あ
っ
て
、
大
学
院
手

当
、
調
整
手
当
な
ど
の
諸

手
当
を
含
め
た
場
合
事
情

が
異
な
る
と
思
わ
れ
る
。

少
し
前
に
な
る
が
、
表
５

は
一
九
八
八
（
昭
和
六
十

三
）
年
の
状
況
を
大
学
院

表４ 設置者別平均教員給与比較

１９８３

私立

４１７．８

３３１．０

２７４．０

２０７．３

１９９５

私立

５７２．０

４５９．３

３８１．３

２５７．９

国立

４００．３

２８９．５

２５２．９

２０８．７

国立

５５４．１

４１３．８

３６９．０

３０６．５

公立

４０４．１

３０４．４

２７０．４

２２２．６

公立

５６０．２

４２９．６

３８２．３

３２４．９

１９８０

私立

３５７．０

２８５．６

２３４．６

１６２．０

１９９２

私立

５４２．０

４３２．９

３５９．１

２６０．８

国立

３５９．６

２５７．６

２２３．５

１８６．４

国立

５２２．４

３８６．８

３４２．８

２８３．１

公立

３６３．６

２７４．１

２４１．１

１９７．１

公立

５２９．７

４０３．５

３５９．３

３０１．６

１９７４

私立

１９７．７

１５６．５

１２３．０

１０１．０

１９８９

私立

４９５．８

３９１．８

３２５．９

２３３．０

国立

２２１．０

１５１．３

１２４．６

１０６．０

国立

４７５．６

３４９．３

３０４．５

２５３．１

公立

２２１．０

１５８．３

１３５．９

１１２．６

公立

４９５．８

３６５．０

３２４．７

２７１．３

１９６５

私立

８４．１

５９．７

４６．４

３１．３

１９８６

私立

４６０．３

３６３．６

３０３．６

２２２．７

国立

９７．２

６４．３

４８．９

３７．１

国立

４４８．１

３２８．５

２８９．１

２３７．０

公立

１０４．１

７０．０

５４．３

４０．２

公立

４５２．６

３４４．９

３０７．８

２５２．５

年度

設置者別

教授

助教授

講師

助手

年度

設置者別

教授

助教授

講師

助手

－２６－



手
当
を
含
め
て
東
京
大
学
職
員
組
合
が
調
べ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

で
み
る
と
、
国
立
大
学
が
都
立
大
を
上
回
っ
て
い
る
。
新
し
い
分
析

が
行
わ
れ
て
い
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
が
、
現
在
も
事
情
は
同
じ
で

あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
一
九
九
八
（
平
成
十
）
年
度
の
給
料

を
等
級
別
に
国
立
大
学
と
都
立
大
、
横
浜
市
大
、
名
古
屋
市
立
大
学
、

大
阪
市
大
、
神
戸
市
外
国
語
大
学
を
比
較
し
て
み
る
と
、
都
立
大
の

助
教
授
、
教
授
は
国
立
大
学
と
全
く
同
じ
、
講
師
、
助
手
は
低
く
な

っ
て
お
り
、
横
浜
市
大
、
大
阪
市
大
で
教
授
の
等
級
が
高
く
な
っ
て

か
ら
国
立
大
よ
り
高
く
な
っ
て
い
る
だ
け
で
そ
の
他
は
低
く
な
っ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
考
え
る
と
、
平
均
給
与
の
差
は
、
そ

れ
ほ
ど
大
き
く
な
く
、
諸
手
当
を
含
め
る
と
逆
転
す
る
可
能
性
が
大

き
い
。
昨
年
、
都
立
大
を
退
職
さ
れ
た
教
員
が
退
職
の
挨
拶
で
、
都

立
大
が
国
立
大
、
私
立
大
よ
り
給
与
が
よ
い
と
い
う
の
は
神
話
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
と
言
っ
た
の
も
間
違
い
で
は
な
い
。

そ
の
う
え
、
大
阪
府
は
一
九
九
九
年
度
か
ら
教
職
員
の
定
期
昇
給

を
二
年
間
停
止
し
、
東
京
都
で
は
二
〇
〇
〇
年
度
か
ら
二
年
間
給
料

の
四
％
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
る
。

□

財
政
危
機
の
中
の
公
立
大
学

予
算
減
始
ま
る

一
九
九
二
（
平
成
四
）、九
三
年
頃
の
い
わ
ゆ
る

バ
ブ
ル
景
気
崩
壊
後
、
自
治
体
は
財
政
危
機
に

陥
っ
た
。
そ
の
影
響
は
す
ぐ
に
現
れ
、
公
立
大
学
の
大
学
予
算
の
平

均
額
は
一
九
九
五
（
平
成
七
）
年
度
ま
で
、
自
治
体
支
出
額
の
平
均

は
一
九
九
三
（
平
成
五
）
年
度
ま
で
増
え
た
が
、
そ
れ
以
後
減
少
傾

向
に
入
っ
た
。

し
か
し
、
個
別
大
学
で
は
一
様
で
は
な
い
。
六
十
六
大
学
中
増
え

表５ 大学教員の賃金格差（１９８８年）

東京大学職員組合作成
私大人勧型は、公務員の人事院勧告の体系表を用いていること。
私大独自型は、独自に決めていること。なお、私大は都内の大学。
『全大教時報』２、１９９０年４月 全国大学高専教職員組合

私立大学
私大人勧型
私大独自型
２７５，０９５
２９２，３６４
１，５５１，４５６
１，８２８，４１１
４，８５２，５９６
５，３３６，７７９
３９９，０９０
４３６，０７９
２，２６２，４３６
２，６６６，８６６
７，０５１，５１６
７，８９９，８１４
５２９，３３５
５５７，３２２
２，９１０，９０６
３，４０５，９３５
９，２６２，９２６
１０，０９３，７９９

都立大学

大学院手当有

２７５，７８０

１，２８４，４３７

４，５９３，７９７

４１７，５６０

１，９５７，１０９

６，９６７，８２９

５５６，２２５

２，６２２，２３５

９，２９６，９３５

国立大学
大学院手当無
大学院手当有
２７７，３７４

１，２６５，０７７

４，５９３，５６５

４０５，０８４
４３２，７８８
１，８７９，９６６
２，０１５，７１５
６，７４０，９７４
７，２０９，１７１
５３６，８６４
５７３，７１４
２，５２５，６８８
２，７０６，２５３
８，９６８，０５６
９，５９０，８２１

上段
下段

月額給与

一時金

年間賃金

月額給与

一時金

年間賃金

月額給与

一時金

年間賃金

２－１０

助手

３０歳

４－１１

助教

４０歳

５－１５

教授

５０歳

）（
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つ
づ
け
て
い
る
大
学
が
九
校
あ
る
。
そ
れ
以
外
で
、
九
九
年
度
に
増

え
た
大
学
が
二
十
校
あ
る
。
九
九
年
度
に
新
設
大
学
五
校
を
除
い
て

減
少
し
た
の
が
三
十
一
校
で
あ
る
。
九
九
年
度
に
増
え
た
大
学
の
多

く
は
一
度
減
少
し
た
上
で
増
え
、
か
つ
バ
ブ
ル
景
気
時
の
水
準
を
回

復
し
て
い
な
い
大
学
が
多
く
、
財
政
危
機
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。

個
別
大
学
の
分
析
を
行
う
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
三

つ
の
大
学
を
持
つ
自
治
体
を
中
心
に
見
て
お
く
。
三
つ
の
四
年
制
大

学
を
設
置
す
る
都
府
県
は
東
京
都
、
愛
知
県
、
大
阪
府
、
福
岡
県
、

兵
庫
県
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
都
府
県
で
は
一
九
九
〇
年
代
に
大
学
が

新
設
さ
れ
、
三
大
学
に
な
っ
た
こ
と
が
共
通
し
て
い
る
。
東
京
都
、

愛
知
県
、
兵
庫
県
で
は
看
護
系
の
大
学
が
新
設
さ
れ
て
お
り
、
す
で

に
述
べ
た
新
し
い
動
向
を
示
し
て
い
る
。

三
大
学
を

二
大
学
の

予
算
で

表
６
は
、
そ
れ
ら
の
各
大
学
別
の
大
学
予
算
額
、
お

よ
び
そ
の
中
の
自
治
体
支
出
額
の
一
九
九
〇
年
代
の

比
較
で
あ
る
。
こ
の
な
か
に
、
先
に
見
た
財
政
状
況

の
形
が
見
ら
れ
る
。
九
〇
年
台
に
予
算
規
模
が
増
加

し
て
い
る
大
学
に
、
姫
路
工
大
、
愛
知
県
大
、
福
岡
女
大
が
あ
る
。

福
岡
県
大
は
九
九
年
度
に
増
加
し
て
い
る
が
、
前
年
に
大
き
く
減
少

し
て
お
り
、
九
七
年
度
以
前
の
水
準
に
達
し
て
い
な
い
。
そ
の
他
の

大
学
は
、
東
京
保
科
大
を
除
い
て
九
〇
年
代
後
半
、
な
い
し
末
か
ら

減
少
し
て
い
る
。

１９９９

１６，６１１，０００

２，３７６，４２７

２，２３１，９３４

２１，２１９，３６１

３，６４６，５９３

１，９１４，９４２

９２５，１９０

６，４８６，７２５

１，８４３，９８８

１６，７０９，１２５

８５１，２５３

１９，４０４，３６６

３，７８３，０８４

１，１２６，１３６

１，５１２，０７４

６，４２１，２９４

２，５３３，３５９

８，７９４，１９２

１，５２９，４５３

１２，８５７，００４

１９９８

１７，０７５，０００

２，５０２，４３９

２，１３０，１２９

２１，７０７，５６８

３，６３９，４２０

２，０８２，７０８

１，０３９，６２０

６，７６１，７４８

１，９３１，７０１

１７，００９，５３６

９５１，１９５

１９，８９２，４３２

４，０３７，１９３

１，１０４，９１８

１，３５６，２８０

６，４９８，３９１

２，６８５，５６３

８，６３１，６３３

１，５７２，４８６

１２，８８９，６８２

１９９７

１７，４７９，０００

２，６０３，３３０

２０，０８２，３３０

２，３６２，１１６

２，０７３，４７３

１，１２１，６５７

５，５５７，２４６

１，７０５，０３６

１６，３８３，５７９

１，３４０，４６５

１９，４２９，０８０

２，８６６，５０１

１，２５１，０５０

１，３６２，１６６

５，４７９，７１７

２，７０８，５３８

８，８２７，５１９

１，５１１，９７０

１３，０４８，０２７

１９９６

１７，６６４，０００

２，６１８，４４１

２０，２８２，４４１

２，２８２，０６０

２，００９，９８９

２，２９９，２１４

６，５９１，２６３

１，７２６，１２９

１６，４３５，９８８

８３１，９６１

１８，９９４，０７８

３，３８９，３８１

１，２９１，４１３

１，４０９，０００

６，０８９，７９４

２，６３９，１５５

６，３２８，５１６

１，４１３，０２３

１０，３８０，６９４

１９９５

１６，８４３，０００

２，６４４，０６４

１９，４８７，０６４

２，２６７，４５６

２，０３１，５８５

９７３，６６２

５，２７２，７０３

２，１８０，５４６

１６，５００，９４１

７５５，９２５

１９，４３７，４１２

２，７８１，５０１

１，２９９，３２１

１，２９１，２９７

５，３７２，１１９

２，５４８，４３５

５，６３６，３９３

１，２０３，２４６

９，３８８，０７４

１９９４

１６，８４２，０００

２，６１２，１１９

１９，４５４，１１９

２，２４９，６３４

２，０１４，３９４

４，２６４，０２８

１，８５５，３７６

２２，４２４，５３２

６６２，７４６

２４，９４２，６５４

２，７６８，５９９

１，４２４，７８３

１，３７４，７０１

５，５６８，０８３

２，５５３，８９２

５，３２１，８７８

１，１６２，７５９

９，０３８，５２９

－２８－



自
治
体
支
出
額
も
同
様
で
あ
る
が
、
九
〇
年
代
に
大
学
予
算
が
増

加
し
た
姫
路
工
大
、
福
岡
女
大
の
自
治
体
支
出
額
を
み
る
と
、
い
ず

れ
も
近
年
減
少
気
味
で
あ
り
、
増
え
続
け
る
と
は
限
ら
な
い
。

三
大
学
を
合
わ
せ
た
額
を
見
る
と
、
一
部
に
増
加
し
て
い
る
大
学

を
か
か
え
な
が
ら
も
、
各
都
府
県
と
も
近
年
い
ず
れ
も
減
少
傾
向
に

あ
る
。
こ
れ
は
二
つ
の
こ
と
を
意
味
す
る
。
ひ
と
つ
は
、
大
学
へ
の

合
計
支
出
額
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
、
ひ
と
つ
は
、
予
算
が
増
加
し

て
い
る
大
学
を
抱
え
て
い
る
県
で
は
、
三
大
学
へ
の
重
点
の
お
き
ど

こ
ろ
が
違
い
、
選
択
的
な
政
策
を
採
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ

一
部
の
大
学
に
重
点
的
に
配
分
す
る
の
か
は
、
こ
れ
だ
け
で
は
分
か

ら
な
い
。

深
刻
な
の
は
、
東
京
都
と
大
阪
府
と
い
う
東
西
を
代
表
す
る
大
都

市
設
置
の
大
学
で
あ
る
。
三
大
学
を
合
計
し
た
予
算
を
見
て
み
る
と

次
の
点
に
気
付
く
。
東
京
都
と
大
阪
府
で
は
三
大
学
の
合
計
予
算
額

が
一
大
学
新
設
以
前
の
二
大
学
時
代
の
合
計
予
算
額
よ
り
少
な
く
な

っ
て
い
る
。
東
京
都
の
場
合
、
一
九
九
九
（
平
成
十
一
）
年
度
の
三

大
学
合
計
金
額
は
一
九
九
一
（
平
成
三
）
年
度
、
九
三
年
度
の
二
大

学
合
計
金
額
に
及
ば
な
い
。
大
阪
府
の
場
合
、
そ
れ
は
一
九
九
一
年

度
か
ら
九
三
年
度
の
各
合
計
金
額
に
及
ん
で
い
な
い
。
愛
知
、
福
岡
、

兵
庫
各
県
が
二
大
学
時
代
よ
り
も
金
額
が
増
加
し
て
い
る
の
と
対
照

的
で
あ
る
。
な
お
、
都
立
大
が
一
九
九
〇
（
平
成
二
）
年
度
に
特
別

表６ 大学予算額推移（単位 千円）
１９９３

１６，６６５，０００

１１，９９７，８５８

２８，６６２，８５８

２，１８４，８４９

１，９９６，２６９

４，１８１，１１８

１，６８４，０７４

１７，７５４，１０７

１９，４３８，１８１

２，５１５，９２２

１，７１９，１６９

１，３５６，７２８

５，５９１，８１９

２，６６４，０１４

６，４８６，１４７

１，０６５，６４８

１０，２１５，８０９

１９９２

１６，０３５，０００

４，２３２，７８５

２０，２６７，７８５

２，１５０，１８４

１，９５６，７０３

４，１０６，８８７

１，５８８，２７８

２０，０５０，７９０

２１，６３９，０６８

２，５７８，５７７

１，７５５，００５

１，１９７，０２９

５，５３０，６１１

２，５０６，８２４

５，５５２，２５８

８，０５９，０８２

１９９１

１８，４６２，０００

４，９５９，４６９

２３，４２１，４６９

２，０３８，９４１

１，９８１，６８３

４，０２０，６２４

１，６１５，１９３

１８，４１８，６４９

２０，０３３，８４２

２，３６８，６１５

１，８０１，３８８

４，１７０，００３

２，０５５，１５０

４，６１７，３８８

６，６７２，５３８

１９９０

５５，８７８，０００

３，０３５，９７２

５８，９１３，９７２

１，８９６，７０６

２，１８７，２９０

４，０８３，９９６

１，４８６，６１７

１３，９２７，５２２

１５，４１４，１３９

２，０３８，６０２

１，２０８，４６８

３，２４７，０７０

６，３６６，３４７

１１，９１２，０８２

１８，２７８，４２９

１９８９

２６，６８１，０００

２，１１４，２７３

２８，７９５，２７３

１，８５３，２１３

２，４０７，３６６

４，２６０，５７９

１，６１６，１５２

１３，９３３，０５９

１５，５４９，２１１

２，１９１，３１１

９４３，４８７

３，１３４，７９８

４，５２７，７９３

５，１９５，３９４

９，７２３，１８７

東京都大

東京科技大

東京保科大

計

愛知県大

愛知芸大

愛知看大

計

大阪女大

大阪府大

大阪看大

計

九州歯大

福岡県大

福岡女大

計

神戸商大

姫路工大

兵庫看大

計
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に
増
額
し
て
い
る
の
は
、
移
転
の
た
め
で
あ
る
。

設
置
団
体
総
予
算
に
し
め
る
大
学
予
算
の
割
合

も
、
東
京
都
、
大
阪
府
で
下
が
っ
て
い
る
。
東
京
都

で
は
一
九
九
一
年
度
に
〇
・
三
％
だ
っ
た
割
合
は
、

一
九
九
九
年
度
に
〇
・
二
％
に
下
が
っ
た
。
大
阪
府

で
は
、
〇
・
八
％
か
ら
〇
・
六
％
に
下
が
っ
た
。
愛

知
県
が
〇
・
二
％
か
ら
〇
・
三
％
へ
、
福
岡
県
が
〇

・
三
％
か
ら
〇
・
四
％
へ
増
え
、
兵
庫
県
が
〇
・
四

％
で
変
わ
ら
な
い
の
に
対
し
て
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
東
京
都
、
大
阪
府
で
は
大
学
予
算
の
全
予
算
に
し

め
る
割
合
も
二
大
学
時
代
よ
り
下
が
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
こ
に
東
京
都
と
大
阪
府
の
問
題
の
深
刻
さ

が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
大
学
予
算
の
減
額
は
財
政
危

機
を
理
由
と
し
て
い
る
が
、
予
算
配
分
の
位
置
づ
け

も
下
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

大
学
収
入
へ
の

依
存
度
の

高
ま
り

と
こ
ろ
で
、
近
年
予
算
に
し
め

る
大
学
収
入
分
の
割
合
が
増
え

て
い
る
。
『
公
立
大
学
実
態
調

査
表
』
（
公
立
大
学
協
会
）
で

は
、
大
学
収
入
は
、
授
業
料
、
入
学
金
、
受
験
料
と

い
う
学
生
負
担
分
と
実
験
実
習
費
収
入
、
聴
講
料
、

１９９９
１７．３
２０．５
３．２
２０．６

２３．１（０．４）
２．５
１６．２
１８．３
２．１
２９．５

３０．５（０．５）
１．０
２７．５
２７．９
０．４
２１．９
２２．１
０．２
３０．０

３０．７（０．４）
０．７
２０．７

２５．５（１．２）
４．８
２３．０

２３．４（０．４）
０．４
９２．８
９４．７
１．９
７０．４
７１．７
１．３
１５．１

１８．３（２．３）
３．２

１９９８
１６．６
１９．２
２．６
１９．５

２１．２（０．２）
１．７
１６．９
１７．８
０．９
２７．０
２７．２
０．２
２５．１
２５．４
０．３
２０．４
２０．５
０．１
２５．７
２５．９
０．２
２０．４

２５．１（１．７）
４．７
２０．７

２１．４（０．７）
０．７
９４．７
９６．５
１．８
７１．７
７３．２
１．５
１４．０

２５．７（１．９）
１１．７

１９９７
１５．１
１７．５
２．４
１７．５

１９．２（０．２）
１．７

３１．４
３１．５
０．１
２４．３
２４．７
０．３
１５．６
１５．８
０．２
２７．４
２７．９
０．５
１９．８

２４．８（１．９）
５．０
１９．１
１９．８
０．７
９９．９
１０１．７
１．８
７０．８
７６．６
５．８
１３．２

２７．６（２．０）
１４．２

１９９６
１３．９
１７．３
３．４
１５．９

１７．８（０．２）
１．９

３０．７
３０．８
０．１
２４．３
２４．６
０．３
１２．１
１２．３
０．２
２６．１
２６．６
０．５
１８．９

２２．２（１．６）
３．３
１６．０
１６．９
０．９
９６．９
９８．９
２．０
６９．３
７１．３
２．０
１２．５

１３．８（１．０）
１．３

１９９５
１３．４
１５．０
１．６
１５．１

１７．２（０．２）
１．９

２９．９
３０．０
０．１
２３．３
２３．６
０．３
１２．０
１２．１
０．１
２４．１
２４．４
０．３
１７．７

２０．６（１．５）
２．９
１７．９
１８．４
０．３
９４．１
９６．０
１．９
６４．７
７８．７
４．０
１２．９
１３．２
０．３

１９９４
１２．９
１４．５
１．６
１４．７

１６．７（０．２）
２．０

２８．２
２８．３
０．１
２２．５
２２．８
０．３

２３．２
２３．４
０．２
１６．５

１９．３（１．５）
２．８
１０．０
１３．６
３．６
９６．７
９８．５
１．８
６６．４
７６．４
１０．０
１３．３
１３．５
０．２

市立大学は参考のために掲載
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論
文
審
査
料
、
不
動
産
収
入
な
ど
の
「
そ
の
他
」
か

ら
な
る
。
し
か
し
、
都
立
大
は
「
そ
の
他
」
に
寄
付

金
、
受
託
研
究
費
収
入
を
入
れ
て
い
る
。
『
公
立
大

学
実
態
調
査
表
』
で
は
寄
付
金
は
別
項
目
に
な
っ
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
表
で
は
比
較
す
る
た
め
に
「
そ

の
他
」
に
は
寄
付
金
も
入
れ
、
『
公
立
大
学
実
態
調

査
表
』の
寄
付
金
の
項
目
に
計
上
し
て
い
る
大
学
は
、

そ
の
割
合
を
（

）
で
示
し
た
。
た
だ
し
、
受
託
研

究
費
の
項
目
は
『
公
立
大
学
実
態
調
査
表
』
に
は
な

い
の
で
、
都
立
大
以
外
の
大
学
も
「
そ
の
他
」
に
入

れ
て
い
る
と
判
断
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
受
託
研
究
費

は
工
学
系
に
多
く
、工
学
部
を
持
っ
て
い
る
都
立
大
、

都
科
技
大
、
大
阪
府
大
の
大
学
収
入
率
が
高
い
か
ら

で
あ
る
。

表
７
を
見
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
、
近
年
学
生
負
担

分
と
全
大
学
収
入
の
占
め
る
割
合
が
増
加
し
て
い

る
。
学
生
負
担
分
の
増
加
は
、
授
業
料
、
入
学
金
、

受
験
料
の
定
期
的
な
値
上
げ
に
よ
る
。
大
学
収
入
分

全
体
の
割
合
か
ら
学
生
負
担
分
の
割
合
を
引
い
た
割

合
（
表
で
は
Ｂ－

Ａ
）、す
な
わ
ち
寄
付
金
、
受
託
研

究
費
を
含
む「
そ
の
他
」の
割
合
が
増
加
し
て
い
る
。

１９９３
１１．８
１３．４
１．６
１３．５
１４．５（０．１）
１．０

２７．１
２７．２
０．１
２０．９
２１．２
０．３

２２．２
２２．３
０．１
１５．９
１９．０（１．８）
３．１

９１．５
９３．２
１．７
６６．２
６７．３
１．１
１２．４
１２．６
０．２

１９９２
１１．１
１２．０
０．９
１７．０
１８．３
１．３

２６．４
２６．７
０．３
２０．６
２０．９
０．３

２２．２
２２．４
０．２
１５．４
１８．８（２．０）
３．４

８９．０
９０．９
１．９
６６．７
６８．６
１．９
１２．２
１２．４
０．２

１９９１
１０．４
１１．８
１．４
１１．０
１１．４
０．４

２６．２
２６．５
０．３
２０．６
２０．９
０．３

１９．０
１９．２
０．２
１４．３
１６．７（１．３）
２．３

９８．４
１００．０
１．６
６６．１
７０．０
３．９
１１．９
１２．１
０．２

１９９０
１１．１
１２．３
１．２
１０．３
１０．７
０．４

２７．６
２７．９
０．３
１９．１
１９．４
０．３

２０．１
２０．３
０．２
１４．０
１６．６（１．３）
２．６

９８．４
１００．１
１．７
７３．４
７６．２
２．８
１１．９
１２．１
０．２

１９８９
１１．８
１２．８
１．０
１２．６
１３．１
０．５

２６．８
２７．１
０．３
１８．５
１８．９
０．４

１９．１
１９．４
０．３
１４．７
１６．６（１．２）
１．９

９７．６
９８．６
１．０
４６．７
４８．９
２．２
１１．３
１１．５
０．２

Ａ
Ｂ
Ｂ－Ａ
Ａ
Ｂ
Ｂ－Ａ
Ａ
Ｂ
Ｂ－Ａ
Ａ
Ｂ
Ｂ－Ａ
Ａ
Ｂ
Ｂ－Ａ
Ａ
Ｂ
Ｂ－Ａ
Ａ
Ｂ
Ｂ－Ａ
Ａ
Ｂ
Ｂ－Ａ
Ａ
Ｂ
Ｂ－Ａ
Ａ
Ｂ
Ｂ－Ａ
Ａ
Ｂ
Ｂ－Ａ
Ａ
Ｂ
Ｂ－Ａ

東京都大

東京科技大

東京保科大

愛知県大

愛知芸大

愛知看大

大阪女大

大阪府大

大阪看大

下関市大

都留文大

名古屋市大

表７ 大学収入率

Ａ：経常費中授業料・入学金受験料割合 Ｂ：経常費中大学収入・寄付金割合，カッコ内寄付金
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特
に
、
工
学
部
を
持
つ
大
学
、
工
学
系
大
学
に
著
し
い
。
恐
ら
く
、

こ
れ
は
受
託
研
究
費
と
寄
付
金
の
増
加
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま

た
、
文
系
、
看
護
系
の
大
学
で
も
寄
付
金
が
あ
ら
た
に
計
上
さ
れ
て

い
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
自
治
体
財
政
の
危
機
と
と
も
に
、
大
学
収
入

の
増
加
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
自
治
体
財
政
の
危

機
は
大
学
収
入
へ
の
依
存
度
を
高
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

学
生
負
担
分
の
増
加
と
共
に
、
受
託
研
究
費
や
寄
付
金
へ
の
依
存
度

を
高
め
て
い
る
。
近
年
の
財
政
危
機
は
、
公
立
大
学
財
政
の
大
学
収

入
へ
の
依
存
度
の
高
ま
り
と
表
れ
、
一
部
市
立
大
学
に
あ
っ
た
よ
う

な
私
学
的
財
政
構
造
に
な
る
危
険
を
伴
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

近
年
、
産
学
協
同
と
い
う
か
け
声
の
も
と
で
、
企
業
か
ら
の
研
究

費
な
い
し
寄
付
金
に
期
待
す
る
む
き
が
あ
る
。
し
か
し
、
考
え
て
み

た
い
こ
と
は
、
そ
れ
ら
へ
の
依
存
度
が
強
ま
っ
て
い
る
と
は
い
え
、

そ
れ
は
微
々
た
る
も
の
に
過
ぎ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
寄
付
金
を
長
年

得
て
い
た
大
阪
府
大
で
は
そ
れ
ら
が
頭
打
ち
に
な
っ
て
い
る
。
と
い

う
こ
と
は
、
そ
れ
ら
に
過
大
に
期
待
す
る
こ
と
は
正
し
く
な
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

と
す
れ
ば
、
大
学
収
入
を
安
定
し
て
得
る
に
は
、
学
生
負
担
分
を

増
加
さ
せ
る
こ
と
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
学
生
定
員
の
大

き
な
増
加
は
見
込
め
な
い
か
ら
、
学
生
一
人
当
た
り
の
負
担
の
増
大

に
は
ね
か
え
っ
て
く
る
。
そ
れ
は
、
低
廉
な
学
生
負
担
で
教
育
を
行

っ
て
き
た
と
い
う
公
立
大
学
の
性
格
を
変
え
、
国
民
、
市
民
の
期
待

を
裏
切
る
こ
と
に
な
る
。

□

む
す
び

以
上
、
公
立
大
学
の
財
政
構
造
と
財
政
危
機
の
中
で
の
特
徴
を
見

て
き
た
。
こ
こ
で
述
べ
た
こ
と
が
す
べ
て
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
大

学
教
職
員
の
定
員
の
減
少
に
は
ふ
れ
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
こ

れ
ま
で
ふ
れ
て
き
た
こ
と
を
ま
と
め
て
み
よ
う
。

も
と
も
と
、
公
立
大
学
の
財
政
基
礎
は
強
固
な
も
の
で
は
な
か
っ

た
が
、
公
立
大
学
関
係
者
の
運
動
と
大
学
の
教
育
機
会
の
拡
大
、
研

究
や
人
材
養
成
の
地
域
還
元
の
声
の
高
ま
り
の
中
で
、
大
学
分
地
方

交
付
税
の
算
入
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
公
立
大
学
は
認
知
さ
れ
て
き

た
。し

か
し
、そ
の
財
政
構
造
は
大
学
分
地
方
交
付
税
比
重
が
大
き
い
。

特
に
、
一
九
六
三
（
昭
和
三
十
八
）
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
国
庫
補
助

が
、
一
九
九
八
（
平
成
十
）
年
度
を
も
っ
て
打
ち
切
り
に
な
り
、
地

方
交
付
税
へ
の
依
存
度
は
高
ま
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
い
る
。

教
員
研
究
費
な
ど
の
条
件
は
、
国
立
大
学
と
甚
だ
し
い
格
差
が
あ

っ
た
が
、
一
九
八
〇
年
代
、
九
〇
年
代
に
改
善
さ
れ
て
き
た
と
は
い

え
、
大
学
間
の
格
差
は
大
き
く
、
条
件
の
悪
い
大
学
は
多
い
。
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そ
う
し
た
な
か
で
生
じ
た
財
政
危
機
の
大
学
へ
の
影
響
は
、
一
律

で
は
な
い
が
、
多
く
の
大
学
に
確
実
に
現
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
財

政
規
模
の
縮
小
、
そ
の
典
型
は
東
京
都
、
大
阪
府
に
見
ら
れ
る
よ
う

な
二
大
学
の
合
計
予
算
で
三
大
学
を
経
営
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

に
見
ら
れ
る
。

財
政
危
機
の
影
響
は
、
予
算
の
縮
小
だ
け
で
な
く
、
財
政
構
造
の

変
化
及
び
自
治
体
政
策
の
中
で
の
大
学
の
位
置
づ
け
の
弱
ま
り
を
知

ら
せ
て
い
る
。
一
部
の
大
学
に
あ
っ
た
大
学
収
入
分
へ
の
依
存
度
が

高
ま
る
こ
と
が
予
知
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
寄
付
金
、
受
託
研

究
費
の
拡
大
が
望
め
な
い
中
で
、
学
生
負
担
分
の
増
大
と
な
ら
ざ
る

を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
公
立
大
学
の
財
政
構
造
が
私
学
化

す
る
こ
と
を
意
味
し
、
公
立
大
学
の
特
色
を
失
う
こ
と
に
な
る
。

自
治
体
政
策
の
中
で
の
大
学
の
位
置
づ
け
は
、
個
々
の
自
治
体
に

よ
っ
て
異
な
る
。
自
治
体
が
、
当
該
地
域
の
高
等
教
育
は
国
立
大
学

と
私
立
大
学
に
よ
っ
て
ま
か
な
う
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
れ
ば
、
公

立
大
学
は
必
要
な
く
な
る
か
、
あ
る
い
は
選
択
的
再
編
―
大
学
の
一

部
を
縮
小
・
廃
止
す
る
再
編
、
あ
る
い
は
縮
小
合
併
―
を
す
る
こ
と

に
な
る
。
財
政
危
機
の
中
で
、
一
部
の
自
治
体
に
現
れ
た
財
政
支
出

の
位
置
を
低
め
て
い
く
動
き
は
、
そ
の
危
険
性
を
予
示
し
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
。
大
き
く
ふ
た
つ
の
問
題
を

と
り
あ
げ
る
。

ひ
と
つ
は
、
自
治
体
自
体
の
財
政
を
確
立
す
る
こ
と
で
あ
る
。
す

で
に
識
者
に
よ
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
都
道
府
県
は
税
収
の

中
心
が
法
人
二
税
（
法
人
事
業
税
・
法
人
住
民
税
）
に
よ
っ
て
い
る

た
め
に
、
常
に
景
気
に
左
右
さ
れ
や
す
い
。
そ
れ
に
対
し
、
市
町
村

は
住
民
税
や
固
定
資
産
税
が
中
心
で
あ
る
た
め
、
景
気
の
影
響
は
都

道
府
県
に
比
べ
少
な
い
。
財
政
危
機
の
影
響
が
、
東
京
都
、
大
阪
府

と
い
う
法
人
税
、
そ
れ
も
企
業
が
集
中
し
て
い
る
都
市
に
す
る
ど
く

現
れ
て
い
る
の
に
は
、
こ
の
理
由
が
ひ
と
つ
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

よ
り
安
定
的
な
収
入
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
税
収
入
の
改
革
が
必
要

で
あ
る
。
同
時
に
、
財
政
支
出
の
面
か
ら
国
の
誘
導
に
よ
る
開
発
政

策
な
ど
の
支
出
を
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

他
の
ひ
と
つ
は
、
自
治
体
に
お
け
る
大
学
の
位
置
づ
け
を
よ
り
明

確
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
自
治
体
の
財
政
が
安
定
す

れ
ば
大
学
予
算
が
増
え
る
と
い
う
保
障
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
財
政

危
機
は
自
治
体
当
局
の
発
言
力
を
強
め
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
自
治

体
当
局
の
望
む
大
学
に
し
て
大
学
予
算
の
増
加
を
計
れ
ば
い
い
の

か
。
そ
れ
と
も
、
大
学
が
自
主
的
に
当
該
自
治
体
住
民
の
福
祉
・
文

化
の
向
上
に
貢
献
す
る
大
学
計
画
を
造
り
、
自
治
体
当
局
の
承
認
を

得
る
道
を
ね
ば
り
強
く
探
す
の
か
。
い
ま
公
立
大
学
教
職
員
の
前
に

は
、
こ
の
二
つ
の
道
が
あ
る
。

こ
の
二
つ
の
道
の
ど
ち
ら
を
、
ど
の
よ
う
に
し
て
選
ぶ
の
か
。
そ
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れ
を
考
え
る
た
め
に
、
二
人
の
公
立
大
学
関
係
者
の
発
言
の
一
部
を

引
用
し
て
終
わ
り
に
し
た
い
。
ひ
と
り
は
、
す
で
に
述
べ
た
大
阪
市

立
大
の
前
身
大
阪
商
大
の
設
立
に
尽
力
し
た
元
大
阪
市
長
関
一
、
ひ

と
り
は
元
都
立
大
総
長
沼
田
稲
次
郎
で
あ
る
。

「
之
は
要
す
る
に
、
今
や
大
阪
市
が
市
立
商
科
大
学
を
新
た
に
開

校
せ
ん
と
す
る
に
當
っ
て
、
よ
く
考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
は
、
単
に
専

門
学
校
の
延
長
を
以
て
甘
ん
じ
て
は
な
ら
ぬ
事
は
勿
論
で
あ
る
が
、

又
国
立
大
学
の
『
コ
ッ
ピ
ー
』
で
あ
っ
て
は
な
ら
ぬ
。
固
よ
り
大
学

と
い
う
以
上
は
単
純
な
職
業
教
育
だ
け
で
は
満
足
が
出
来
ぬ
。
―
中

略
―
市
民
の
市
立
大
学
で
あ
る
以
上
、
其
の
所
在
都
市
の
文
化
、
経

済
、
社
会
事
情
に
関
し
て
、
独
特
の
研
究
が
遂
げ
ら
れ
て
、
市
民
生

活
の
指
導
機
関
と
な
っ
て
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
う
の
で
あ
る
。
大

阪
市
立
大
学
は
学
問
の
受
売
卸
売
の
市
場
で
は
な
い
。
大
阪
市
を
背

景
と
し
た
学
問
の
創
造
が
無
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
此
の
学
問
の
創
造

が
学
生
出
身
者
、
市
民
を
通
じ
て
、
大
阪
の
文
化
、
経
済
、
社
会
生

活
の
真
髄
と
な
っ
て
行
く
時
に
、
設
立
の
意
義
を
全
く
す
る
も
の
で

あ
る
。
」（「
市
立
商
科
大
学
の
前
途
に
望
む
」
『
大
大
阪
』
一
九
二

八
年
四
月
）

「
公
立
大
学
は
も
ち
ろ
ん
、
高
等
教
育
へ
の
機
会
均
等
の
実
現
に

寄
与
し
、
地
域
社
会
に
根
を
お
ろ
し
た
学
術
の
中
心
た
る
べ
き
趣
旨

で
設
置
さ
れ
て
い
る
点
で
は
、
各
県
の
国
立
大
学
と
同
様
だ
と
い
っ

て
よ
い
。
し
か
し
、
公
立
大
学
は
教
育
行
政
に
お
け
る
地
方
分
権
の

原
理
及
び
地
方
自
治
体
の
精
神
と
の
関
係
に
お
い
て
国
立
大
学
と
は

決
定
的
に
異
な
る
と
言
う
も
過
言
で
は
な
い
。
―
中
略
―
何
と
い
っ

て
も
大
学
の
設
置
の
み
な
ら
ず
、
大
学
の
研
究
教
育
の
組
織
運
営
に

つ
い
て
文
部
省
に
対
し
設
置
者
た
る
地
方
自
治
体
が
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ

ブ
を
も
つ
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
ど
の
よ
う
な
大
学
を

設
置
す
る
か
は
自
治
体
が
自
主
的
に
決
め
る
の
が
基
本
で
あ
る
。
―

中
略
―
自
治
体
し
た
が
っ
て
地
域
住
民
が
自
分
の
手
で
―
一
定
の
負

担
を
背
負
っ
て
―
設
置
し
た
大
学
で
あ
る
と
い
う
公
立
大
学
の
基
本

的
性
格
は
、
そ
の
大
学
の
教
職
員
集
団
は
も
と
よ
り
、
職
員
集
団
に

も
、
学
生
集
団
に
も
、
大
学
の
使
命
と
と
も
に
地
方
自
治
体
の
精
神

に
つ
い
て
自
覚
し
、
そ
の
真
価
を
自
主
的
に
発
揮
す
る
こ
と
を
要
請

す
る
の
で
あ
る
」（「
公
立
大
学
と
は
何
か
」
内
田
譲
吉
・
佐
野
豊
編

著
『
公
立
大
学
』
日
本
評
論
社
、
一
九
八
三
年
）

（注）
�
川
上
則
道
「
人
口
３
万
の
市
に
あ
る
大
学
の
意
味
」
都
留
文
科

大
学
社
会
学
科
編
『
地
域
を
考
え
る
大
学
』
日
本
評
論
社
、
一

九
九
八
年

�
た
と
え
ば
、
長
崎
県
立
大
学
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
指
摘
さ

れ
て
い
た
。「
問
題
が
深
刻
な
の
は
、
他
の
県
立
大
学
の
場
合
、

自
治
省
か
ら
の
公
立
大
学
交
付
金
の
二
倍
前
後
の
県
費
を
支
出

－３４－



し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
本
学
（
長
崎
県
）
の
場
合
、
独
自
に

県
費
を
支
出
し
て
い
な
い
ば
か
り
か
交
付
金
の
九
割
を
他
の
支

出
に
回
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
」。公
立
大
学
教
職
員
組
合
協
議

会
・
全
国
大
学
高
専
教
職
員
組
合
公
立
大
学
協
議
会
『
公
立
大

学
・
短
期
大
学
第
七
次
白
書
』
一
九
九
六
年
、
七
四
頁
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